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秋
彼
岸
も
過

ぎ
、
よ
う
や
く

涼
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
お
元
気

に
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

今
、
青
森
市
議
会
で
の
大
き
な
課
題
は
ア
ウ
ガ

の
再
建
、本
庁
舎
の
建
て
替
え
、青
い
森
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
の
活
用
、
防
災
体
制
の
見
直
し
等
が
あ

り
、議
会
の
場
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
低
炭
素
型
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
構
想
を
一
旦

立
ち
止
ま
り
考
え
直
す
機
会
を
作
る
た
め
、
青
い

森
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
全
域
を
防
災
の
た
め
公
用

地
と
し
て
継
続
し
て
管
理
す
る
事
を
求
め
た
請
願

が
、
都
市
建
設
常
任
委
員
会
で
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、
採
択
さ
れ
た
請
願
で
は
空

き
地
と
し
て
し
か
利
用
さ
れ
な
く
な
る
懸
念
が
あ

る
と
し
、
緊
急
に
都
市
建
設
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
継
続
協
議
を
求
め
る
動
議
が
出
さ
れ
た
が
、

再
審
議
の
必
要
が
な
い
と
の
委
員
が
多
数
を
占

め
、
再
審
議
さ
れ
る
こ
と
な
く
委
員
会
は
終
わ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
公
用
地
と
し
て
継
続
し
て
管
理
す
る

縛
り
が
さ
れ
る
と
し
て
請
願
採
択
に
反
対
す
る
議

員
の
声
が
あ
り
、請
願
採
択
は
起
立
採
決
さ
れ
、２１

対
１９
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

青
い
森
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
は
、
民
間
分
譲

を
止
め
さ
せ
防
災
対
応
の
公
共
施
設
を
建
設
し
活

用
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
住
み
や
す
く
安
心
で
き
る
青
森
市

を
作
る
た
め
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
や

要
望
を
遠
慮
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
も

よ
り
成
長
し
皆
さ
ま
の
役
に
立
て
れ
る
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

青
森
市
議
会
議
員　

藤
田　

ま
こ
と

■平成２３年第２回青森地域広域事務組合議会定例会開催■

日時　９月２９日

議案　平成２３年度青森地域広域事務組合一般会計補正予算
　　　平成２２年度青森地域広域事務組合一般会計歳入歳出
　　　決算の認定について
　　　会計監査委員の選任について　　

工業高校跡地利用について工業高校跡地利用について工業高校跡地利用について
これまで、平成２１年２月２５日を皮切りに、周辺町会

や地元の斉藤市議・秋村市議・山本市議の皆さんが中心

となって、工業高校移転後の跡地利用について、青森市

に要望を出して、市と話し合いを積み重ねています。

平成２２年１１月末、青森市長から青森県教育長に対し、

富田１丁目野球グラウンド（一部雨水ポンプ場として市が

買い取り）、富田３丁目の第二グラウンドの多目的用地と

して無償譲渡を申し入れています。

青森市と何回か話し合いが行われましたが、県有地で

あることから、県の考え方が見えず、市との進展が見ら

れない事から、県の関係者との話し合いを持つよう要請

し、伊吹県議会議員も参加

され、平成２３年９月２３日、

県教育庁学校施設課と県財

産管理課に出席を頂き、状

況説明を受けました。

県からは平成１９年３月に

策定した「青森県県有施設

利活用方針」に基づき、手続きを進め、県が利用しない施

設については、自治体に対し利用の意向があるか打診を

し、利用の意志がない場合、一般競争入札で売却すると

しています。

県からは工業高校跡地利用については、青森市から雨

水ポンプ場として市が買い取り以外は青森市に利用の意

志がない事から売却予定

で、市が求めている無償譲

渡については、他自治体の

均衡を図るためできないと

し、これまで県が自治体に

県有地を売却する場合は鑑

定評価額の二分一ルールを

適用し自治体に便宜を図っているとし、あくまでも青森

市の取得の意志によるとの県からの報告がありました。

青森市立沖館小学校のグラウンドは狭く、教育上好ま

しく無い状態であるので、富田１丁目の野球グラウンド

の小学校利用や、防災上の避難場所にするため、青森市

に取得を要望していかなければならないと思っています。

青森市の災害情報一斉配信「エリアメール」について

　平成２３年９月３０日から、気象庁が配信する緊急地震速報
のほか、青森市から避難情報や災害情報などの緊急情報を青
森市内に一斉に配信を開始します。

受信条件　○エリアメール配信時青森市内にいること
　　　　　○対応機種がＮＴＴドコモのエリアメール対応機種 
　　　　　　であること
　なお、受信側でのサービスの申し込みは不用で利用料・通信料
　は無料です。

青森市が配信する情報
１．避難準備情報　２．避難勧告　３．避難指示　４．避難区域情報

５．津波注意報　６．津波警報　７．大津波警報　８．噴火情報

９．指定河川洪水情報　１０．土砂災害警戒　１１．弾道ミサイル情報

１２．航空攻撃情報　１３．ゲリラ・特殊部隊攻撃情報　１４．大規模テロ情報

藤田　まこと　市政報告会の開催案内
日時　平成２３年１０月２５日（火）１８時～１９時

場所　沖館市民センター１階和室

多くの方の参加をお待ちしています



答
弁

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党・市民の会控室　藤田 まこと

TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902

食
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
県
内
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

検
出
さ
れ
た
の
は
５
月
1８
日
に
牧
草
で
、
田

子
町
（
20.7
）
つ
が
る
市
（
2.6
）
野
辺
地
町
（
3.5
）

東
通
村
（
5.1
）
ベ
ク
レ
ル
/

Ｋｇ
で
し
た
が
、
７

月
６
日
に
は
す
べ
て
に
お
い
て
不
検
出
の
検

査
結
果
が
出
ま
し
た
。

青
森
市
中
央
卸
売
市
場
の
入
荷
品
は
６
月

２９
日
か
ら
毎
週
１
回
、
水
産
物
１２
点
、
青
果

物
８
点
、
合
計
２０
点
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
国
・
県
・
農
協
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
の
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

ま
た
、
学
校
給
食
の
食
材
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
は
、
生
産
地
、
所
在
地
を
限
定
す
る

な
ど
、
食
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

ま
た
、
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て
は
、

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、
県
産
品
を
使
用
し

て
い
る
。
平
成
２２
年
度
県
産
品
の
使
用
率
は

65.4
％
で
し
た
。
今
後
も
生
産
地
、
所
在
地
を

限
定
す
る
な
ど
、
給
食
の
安
全
を
確
保
し
て

い
く
。

一
般
質
問
項
目

　

＊
食
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　

＊
耐
震
強
度
に
つ
い
て

　

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

福
島
原
発
事
故
に
伴
う
、
安
全
な
農
水
産

物
を
提
供
す
る
た
め
の
の
取
り
組
み
と
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
無
用
な
被
爆
を
さ
け
る
た
め
、

学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

答
弁

耐
震
強
度
に
つ
い
て

青
森
市
に
あ
る
児
童
館
１６
館
の
内
、
１３
館

で
耐
震
診
断
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。
今
後

優
先
度
を
考
慮
し
検
討
す
る
と
し
た
。

保
育
所
８７
カ
所
の
内
、
５７
カ
所
が
昭
和
５６

年
６
月
以
降
に
建
設
さ
れ
耐
震
が
強
化
さ
れ

て
い
る
。
残
り
３０
カ
所
が
対
象
で
、
調
査
し

た
と
こ
ろ
耐
震
診
断
実
施
の
意
向
を
示
し
て

る
の
が
１１
カ
所
、
改
築
の
意
向
が
７
カ
所
、

耐
震
診
断
の
予
定
が
な
い
保
育
所
１２
カ
所
で
、

市
と
し
て
施
設
所
有
者
に
責
任
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
耐
震
対
応
に
つ
い
て
積
極
的
に
施
設

管
理
者
に
働
き
か
け
を
行
う
答
弁
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

所
見　

子
ど
も
た
ち
が
集
う
児
童
館
の
耐
震

対
策
に
は
青
森
市
と
し
て
の
積
極
性
が
見

ら
れ
ず
、
引
き
続
き
早
期
の
対
策
、
特
に

相
野
児
童
館
の
耐
震
対
策
を
最
優
先
で
求

め
て
い
き
ま
す
。

青
森
市
内
の
児
童
館
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
は
耐
震
診
断
を
行
う
予
定
が
な
い
と
し
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

ま
た
、
就
学
前
の
児
童
が
集
う
施
設
と
し

て
の
保
育
所
の
耐
震
強
度
を
把
握
し
、
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か

●

食
品
の
放
射
能
の
摂
取
基
準
が
３
月
１７
日

大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
が
、
学
校
給
食
の
食

材
に
は
、
緩
和
以
前
の
基
準
を
適
用
す
る

よ
う
要
望

●

津
軽
海
峡
の
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
で
の

地
震
発
生
後
の
津
波
が
、
陸
奥
湾
内
へ
入

っ
た
と
き
、
津
波
は
ど
の
よ
う
に
伝
わ
る

の
か
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
陸
奥
湾

入
り
口
に
津
波
測
定
装
置
を
設
置
さ
せ
、

青
森
市
及
び
湾
内
自
治
体
へ
の
即
時
伝
達

決
算
委
員
会
の
質
問

要
望
事
項

体
制
の
構
築
を
県
に
促
す
べ
き
と
要
望

●

市
民
を
守
る
た
め
に
、
職
員
に
事
前
の
危

険
を
予
知
す
る
能
力
の
向
上
や
危
機
回
避

に
対
す
る
知
識
研
修
を
行
う
よ
う
要
望

●

８
月
１
日
現
在
で
６
市
町
で
福
祉
避
難
場

所
の
事
前
の
指
定
を
し
て
い
る
が
、
市
町

村
の
指
定
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
現
状

に
あ
る
の
で
、
青
森
市
も
早
期
の
福
祉
避

難
場
所
の
指
定
を
し
て
頂
き
た
い
。
で
き

れ
ば
平
時
に
使
用
し
て
い
る
施
設
を
指
定

す
る
よ
う
要
望

市
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

所
見　

油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
会
計
不
適
切

処
理
が
行
わ
れ
た
の
に
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
制
度
そ
の
も
の
の

見
直
し
を
求
め
た
。

　
　

青
森
市
は
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
民
間
の

雇
用
の
拡
大
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
公
務
員
が
減
っ
て
、

民
間
の
不
安
定
な
雇
用
の
場
が
増
え
た
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
指
定
管
理
者
制
度
は
５
年
毎
に

基
本
的
に
競
争
入
札
に
よ
る
更
新
に
よ
っ
て

全
員
解
雇
も
あ
る
の
で
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
最
前
線
は
サ
ー
ビ
ス
よ
り
経
費
削
減
が
最

優
先
事
項
に
思
え
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る

人
の
情
報
の
漏
え
い
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
役
所
の
仕
事
の
中
で
、
身
分
・
収
入
が

不
安
定
な
働
く
場
を
多
く
し
雇
用
不
安
を
助

長
す
る
も
の
で
す
。
経
費
の
削
減
で
あ
れ
ば
、

方
法
論
は
多
い
３
セ
ク
方
式
等
に
し
て
人
件

費
削
減
を
考
え
、
安
定
し
た
仕
事
の
確
保
こ

そ
が
継
続
雇
用
と
な
る
の
で
す
。
今
後
も
指

定
管
理
者
制
度
の
廃
止
を
求
め
、
安
定
し
た

雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
及
び
要
望

・
市
税
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て

の
質
問

・
要
望
と
し
て
中
央
卸
売
市
場

特
別
会
計
の
運
営
費
に
不
用

額
が
で
て
い
る
の
で
、
食
の

供
給
拠
点
と
し
て
相
応
し
く
、

事
務
所
の
外
壁
を
き
れ
い
に

す
る
よ
う
要
望
。

・
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

職
員
が
、
現
地
の
自
治
体
と

連
携
し
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
と
同
じ
労

働
条
件
で
業
務
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
に
す
る
こ
と
を
要

望

壇上で質問中壇上で質問中
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